









崩 れ落 ち る要 塞
『羊飼の暦』試論
1
溝 手 真 理
Elizabeth朝の イン グラ ン ドで用 い られて いた暦 はJuliancalendarで
あ った。1577年,法王Gregoryがキ リス ト教 国に対 して提示 した改暦案
(所謂Gregoriancalendar)は,ローマ法皇庁 のイ ングラン ドに対す る
支配権の行使 だ として イン グラン ド国民の反感 をか った。一方,1580年前
後にElizabeth女王お抱 えの 占星術師Dr.JohnDeeによ り,Gregoryの
改暦 に対抗す る形 で別 の新 た な改暦案 が進め られていた。従 って1579年に
暦の形式 を用 いた 『羊飼 の暦』が世 に 出た とい うこ とは非常 に時宜 を得 て
いた と言 え るであ ろ う。1)
暦 の起源 は遠 くバ ビロニア に溯 る。人々 は周期 的な 月の変化 を尺度 に し
て時 を測 った。 月は29.5日を周期 として変化す るので,1ヶ 月は29日ない
しは30日とされ た。 そ して,そ の繰 り返 しを四季 の周期 的変化 に合 わせ て
1年 を12ヶ月 と定め たのは ローマ 皇帝NumaPompiliusであ る。 これ を




題名 の由来 を説明 してい る。12ヶ月の変化 に合 わせ て作 られた 『羊飼の暦』
は羊飼達 の`Juliancalendar'なの である。
各 月の牧 歌 の初 めには木版画 が付け られ てお り,そ こには それ ぞれの 月
に対応す る黄道十 二宮のサ イ ンが あし らわれてい る。 これ らのサ イ ンは 月
毎の 太陽の位置 を提示 して い る。何故 な ら,太 陽は黄道 十二宮 もし くは獣
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溝 手 真 理 95
帯 と呼ばれ るこの天界の帯を1年かけて一周するか らである。月は1ヶ 月
で獣帯を一周す る。他の惑星達 もそれぞれの周期で,こ の帯を巡っている。






証明して みせたのは 占星術であった。 占星術は地上に働 く宇宙の意志 を
読みとる有効な手段 として,当 時世 界に その 権威 を誇っていた。 特に
Elizabeth女王の宮廷は占星術 を擁護 していた。宮廷お抱えの占星術師Dr.
JohnDeeは女王の寵愛を受けて活躍 していた。イングランドがスペインの
無敵艦隊との会戦 を当初ため らっていたのは,太 陽が女王のホロスコープ
上の月に対 して好 ましくない位置にあって,戦 うには良い時ではなか った
ことにもよったとい うエ ピソー ドは,女王が政策上 も占星術を重視 してい
たことを物語っている。
しかし,彼 女がこれ程 占星術に執着 したのは,占 星術の持づ象徴力によ
るところが大 きい。それは彼女の王国理念を補強す るのに有効であった。
理想的な統治の形体は,王 が国家 という小宇宙の`primummobile'として
君臨し,そ の絶対支配g冫もとで国家が秩序 と調和 を保 っている状態のこと





対性 とそれに依って立つ 占星術の権威を失墜 させ るに足る事実であった。
そして,そ れは星の象徴力によって守られていたElizabethの王権 を謂の
ないものとして排除する力を持っていた。1577年には宇宙の無秩序 を示す





く動揺 していた。女王 とフランス皇太子 との結婚 に反対す る人々にとって,
この結婚は,大 陸勢力によるイングラン ド支配を意味す るものであった。




王権 を固守す る力 と,それを脅かそ うとする力が,ど のように現れている
のか を暦 と占星術の両観点か ら検討する。
II
「十月」 は詩 と詩 人を主 題 として歌 われて いる。 羊飼 の若者達 を楽 しませ
るような歌 を作 った ところで何の見返 りもない と嘆 くCuddieにPiersは,
"singofbloodyMars
,ofwars,ofgiusts"(L・39)と推 め る。 それに答 えて
Cuddieはロー マのTityrusのこ とを持 ち出す 。
Indeede the Romish Tityrus, I heare, 
Through his Mecaenas left his Oaten reede, 
Whereon he earst had taught his flocks to feede, 
And laboured lands to yield the timely eare, 
And eft did sing of  warres and deadly dreade, 
So as the Heavens did quake his verse to here.  (11.  55-60)
"RomishTityrus"とは ローマの大詩 人Virgilのこ とであ る。Cuddie
は ここでVirgilの業 績につ いて言及 して いる。Virgi1は,牧歌,農 耕詩,
そ して,叙 事詩 の大作 ・4enidを創作 した。Virgilが"bloodyMars"を歌
ったの は,当 然Aenidでの こ とであ る。彼 は この作 品に よ り当時 のローマ
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帝 国 と皇帝Augustusを称賛 した。 しか し,同 時 に彼 はAugustusが支 配
す るロー マ帝国 の守護神 に も讃歌 を献 げて いる こ とに なる。何 故 な ら,ロ
ー マの守護 神は軍神Marsだ か らであ る。Spenserが牧 歌 を作 ったのは
Virgilを初 め として大 陸の 多 くの有名 な詩 人達 に ならっての こ とであ る。
Spenserがイ ングラン ドのVirgilにな る為 には,イ ン グラ ン ドとその女王
ElizabethI,さらには イングラ ン ドの守護神 に献 げる讃歌 を創作す る必要
があ るこ と を 「十月」は暗示 してい る。 そ して,そ の為 の序曲 とも言 える
のが 「四月」 であ る。
全 篇の要 旨を述べ るに あた ってEK.はRomulusやNumaPompilius,
Caesarとい う歴代 の ローマ の統治者達 が作 った暦 について詳述 して いる。
月名 へ の言及 も見 られ,Numaが ローマ の門番の双面神Janusから定 めた
Januarisは,Janusが"godforthattheoldPaynimsattributedthe
byrthandbeginningofa11creaturesnewcomingint◎theworld"なの
で"thegateandentraunceoftheyere"にふ さわしじ・と考 え られ て年 初
におか れた と解 説されて いる。一 月か ら六 月迄 の 月名 は全 て ギ リシア ・ロ
ーマ神話 の世 界 の神 々の名に 由来 して いる。それ はJanusがそ うであ るよ
うに,神 々が それぞれの時閉 と空間 を支配す るとい う信仰 があ った為 で あ
る。Caesarはこれ らの神 々 と肩 を並 べ て,自 分 の誕生 月 を記 念 して七 月
に 自分 の名 を付 けた。Caesarにな らいAugustusは,さる戦勝 を記 念 して
八 月を 自分の 月 とした。 そして,こ れ を見 た後の ロー マ皇帝達 は己れの名
声や功績 を後世 に残 す手段 として改暦 ・改 月名 をこぞ って行 った とい う。4)
確 か に,Juliancalendarと共 に,又,`July',`August'と共 にCaesarや
Augustusの名は時の続 く限 り生 き続け るこ とにな るであろ う。
Spenserは"Epilogue"で以下の よ うに記 した。
   Loe I have made a Calender for every yeare, 
That steele in strength, and time in durance shall  outweare  : 
And if I marked well the starres revolution, 
   It shall continewe  till the worlds dissolution.
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『羊飼の暦』 も王達 の名声 と功績 とを残 す手段 であるのな ら 「四月」 は,
`Elizabeth'と名付 け られ る月にふ さ.わしい
。「四月」の"Argument"には,
"thisfEglogueispurposelyintendedtothehonorandprayseofour
mostgracioussovereigne,QueeneElizabeth"と書かれ てい る。「四 月」
は女 王讃歌 なのであ る。
女 王 は さ まざ まな 象 徴 で 称 え られ て い る。彼 女.はElisaとい う名 の
"Queeneofshepheardesall"(1.34).として登場す る。 深紅の衣装 とアー
ミンの毛皮 とい う"royalarray"に身 を包み,頭 には美 しい花 々で飾 られ
た冠 を戴 いている。 ・ 、
Yclad in Scarlot like a mayden Queene, 
     And Ermines white. 
Upon her head a Cremosin coronet, 
With Damaske roses and Daffadillies  set  :
     Bayleaves betweene, 
     And Primroses greene 
Embellish the sweete Violet.  (11.  57-63)
顔 の美 しさはPhoebeに例 えられ るが,そ の頬 はTudorの血 を象徴 して
い
.る"theRedde「°semedledwiththeWhiteyfe「e,lneithe「cheeke
depeinctenlivelychere・"(ll・69-70)彼女の姿 を天上 か ら垣 間見たPhoebus
は地上 に もうひとつの太陽 を認め て顔 を赤 らめ る"he[Phoebus]blusht
toseeanotherSunnebelowe"(1.77)。太陽 は王の象徴 であ り,讃 歌 の前
半 は地上 の女王Elizabethの至 高の美 と女王 にふ さわ しい品性 を称 賛 して
い る。
後半 は神 話的背景 を持 つ幻 想的な風景 の中でMuses,graces,Chlorisを
チー フ とす るニ ンフ達 を認め てColinが歌 うElisa讃歌 である。gracesに
向か ってColinが呼びかけ る。 ・.
Wants not a fourth grace, to make the daunce  even  ? 
Let that rowme to my Lady be  yeven  :




第四の場 所 につ いては 『妖精 の女 王』第六巻 第十 篇 に比較 すべ き箇所 があ
る。礼 節の騎士CalidorはAcidaleの丘でVenusの待女達 の輪舞に遭遇




So farre as doth the daughter of the day, 
   All other lesser lights in light excell, 
   So farre doth she in beautyfull array, 
   Aboue all other lasses beare the bell, 
   Ne lesse in Vertue that beseemes her well, 
   Doth she exceede the rest of all her race, 
   For which the Graces that here wont to dwell, 
   Haue for more honor brought her to this place, 
And graced her so much to be another Grace. (VI, x. 26)
衣装 にお いて も徳 にお いて も他 の者に勝 り,"thedaughteroftheday"
す なわち,Venusに例 え られ る彼女 はGraces達に よって,こ の場 所 を与
え られてい る。 この乙女はVenusの美 と徳 の全て を具現す るVenusの待
女 なのであ る。
「四 月」 のElisaと『妖精 の女 王』の"fourthMayd"とは類似 した イメ
ー ジ として とらえ るこ とが で きる。"fourthMayd"は"jollyshepheards
[Colin's]1asse"(16)だったがElisaはど うであろ うか。 この'ごとに関 して
は興味 深い見解が あ るの で次 に掲 げたい。
The suddenly down-home dicion or "Albee forswonck and forswatt" 
(99) — where "Albee" may pun on Albion,  i.  e. England — presents 
 Colin as Eliza's rustic English lover and so affirms the concept of
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themysticalmarriageofVirginQueenandEnglandthatElizabeth
herselfhadinitiated。6)(卞 線 筆 者)
"afourthgrace"であるElisaは第四の場 所 を満 た して天 を治め るこ とに
なるであろ うVenusの待女 のひ と りであ り,羊 飼Colinの恋 人な のだ。
そして今ゴColinはElisaへの讃歌 を高 らか に歌 う。
   Pype jolly shepheard, pype thou now apace 
   Vnto thy loue, that made thee low to  lout  : 
   Thy loue is present there with thee in place, 
Thy loue is there aduaunst to be another Grace. (VI, x, 16)
Elizabeth女王讃歌が全体 の第四番 目に位 置 している ことはVirgi1の第
四牧歌 に も照応 して いる。俗 に`Messianic'と呼 ばれ るこの牧歌 でVirgil
は理 想 国家 の到来 を歓迎 し称 賛 してい る。Spenserの「四 月」 も第 四牧 歌
であ り,Elizabeth女王 の統 治 を賛 美 して い る。 第 四の場 所 は ま さ し く
Elisaのものな のであ る。 しか し,暦 の上 で第四の場所 はVenusのもので
であ る。`April'`はAphroditeeVenusに由 来 す る名 で あ り,こ の月は
Venusに献 げ られた 月なのであ る6四 月の太陽 は金 牛宮に位 置 して いる。
そ して,金 牛宮の支配星 はVenusであ る。「四月」にお いてElizabeth女
王は太陽 に例 えられ た。すな わち女王 は.Venusの支 配 宮 に位 置 す る太陽
であ る。女 王が 「四月」 にお いてVenusの待 女"grace"であ り,又Venus
の宮 に位置 す.る太陽 であ るとい うこ とは,彼 女 の王国 の守護神 はVenusで
あ り,彼 女 はVenusの支配 と庇護 の も とにい る女王 なのであ る。
王 を国家 とい う小宇 宙の`primummobile'に例 えるこ とで,星 め象徴力
を利用 して王国理念 を補 強 す るこ とが 可能 に なる ことは 既 に 述 べ た。
Elizabeth女王が 「四 月」の 中 で`primummobile'として 表 され る為 には
Venusがア レゴ リー と して の女 王 自身 で なけ れ ば な らな い。 「四 月」
の"Embleme."は・4enidからの引用 であ る。"Oquamtomemoremvirgo?"
とい うThenotsの"Embleme"は,VenusがDianaの待女 の ひ とりに変
装 して 息子Aeneasの前 に現 れ る場面 におけ るAeneasのセ リフであ る。
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E.K.の註 に よれば,こ の"Embleme"はVenusの気 高 い姿 をElisaにな
ぞ らえるこ とによって,美 しさと気品にお いてElisaがVenusに決 して劣
ってはいな いこ とを意 味す る とい う。す なわち,Elizabeth女王 は"Em-
bleme"にお いて待女 の姿 を したVenusに例 え られて いる。待女 のひ とり
であるVenusとは他 な らぬElisaのこ とであ り,「四 月」 にお いて極 度 に
象徴 的にで はあるがVenusはElizabeth女王 のア レ ゴ リー として現 れ るの
であ る。
厂四月」は女王賛 美 と共 に,そ の讃歌 を歌 ったColinの腕前 を称賛 す る牧
歌 であ る。羊飼 いColinはア レゴ リー としては女王 の夫 としてのイ ングラ
ン ドであ る。故 に 「四 月」 は,イ ン グラン ドとその女 王ElizabethI,そし
て,そ の守護神Venusを称 賛 した歌 であ り,イ ングラ ンドの・4enidへの序
曲であ る。 そ して,Venusを女王 自身 のアレ ゴ リー とす るこ とで,王 国の
支配 権が絶対君主 の もの であ る限 り,理 想 的統 治 の状 態が維持可能 であ る
こ とを示そ うとしてい る。 「四 月」は 明 らかに,女 王の絶対王政 を支持す
る歌 なので ある。
III
暦の最後を飾 り,占星術的総決算 となる 「十二月」はColinの嘆 きの歌
である。彼は恋が与 えた傷の痛みに耐えかねて 自嘲気味に次のように嘆 く。
But ah unwise and witlesse  Colin cloute, 
That kydst the hidden kinds of many a  wede  :
Yet kydst not ene to cure thy sore hart roote, 
Whose ranckling wound as yet does rifelye bleede. 
   Why livest thou stil, and yet hast thy deathes  wound  ? 
   Why dyest thou stil, and yet alive art  founde  ? 
Thus is my sommer worne away and wasted. (11.  91-7)
Colinは自分の 人生 を四季 に例 え,恋 に燃 えた夏 を後悔 している。"thy
sorehartroot"や"rancklingwound"とは恋 に よって心に受け た致命傷
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のことである。 「八月」の歌合戦でも恋の矢によって受けた致命傷にっい
て歌われている。
The glaunce into my heart did glide, 
   hey ho the glyder, 
Therewith my soule was sharply gryde, 
   such woundes soone wexen wider. 
Hasting to raunch the arrow out, 
   hey ho Perigot, 
I left the head in my hart  roote  : 
   it was a desperate shot. 
There it ranckleth ay more and more, 
   hey ho the arrowe, 
Ne can I find salve for my  sore  : 
   love is a curelesse sorrowe. 
And though my bale with death I bought, (11. 93-105)
Perigotの状 況はColinの状態 を代弁 して いる ようなものであ る。Colin
はRosalindを恋 したこ とに よ り死 とい う高価 な代償 を支配 う結果 にな っ
たのだか ら。
全 て を代無 しに したColinの夏 は彗星が引 き起 こ した もの だった。"His
[Colin's]manhoodetothesommer,whichhesayth,wasconsumedwith
greatheateandexcessivedrouthcausedthrougheaCometorblasinge
starre."("December","Argument")彗星 はあ らゆる時代 に迷信 として,
奇妙 な 出来事 や大災害 の先触 れだ と考 えられ た。7)
HughDeLacyは"AstrologyinthePoetryofEdmUndSpenser"とい
う論 文 において,彗 星 につ いて以下 の よ テに解釈 してい るd
Comets,  ...  , are terrible beacons warning men from the destruction 
toward which their depravity rapidly drives them. The usual accom-
paniments of a comet,  —famine, pestilence, war,  —  are the direct 
punishment of an angry God.8)
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「十二 月」 の彗星 が伴 ったのは凶作だ った。"Myharvestwast,nyhope
awaydydwipe"(1.108)と嘆 くColinには神 の罰が降 ってい るので あろ う
か。確か に恋 の不 成功 の為 に羊飼の務め一 羊の世 話 と歌作 り一 をお ろそか
に してい るColinは怠惰 と言え るか もしれない。 そ して,怠 惰 は堕 落的な
状態 であ る。 しか し,こ れは この作 品の全体 の趣 旨に合 わない。
文学 の中 で象徴 的 に用 い られて いる彗星 につ いてAllenは"theappear-
anceofacometwasfearedespeciallyastheprecursoroftheking's
death"と述 べ てい る。9)そして,演 劇 においては登場 人物 内の王族 の死 の
場面 が展 開す る前に,彗 星 を舞台上 に出現 させ るこ とがひ とつの コ ンヴェ
ンシ ョンとなった こ とを指 摘 して いる。lo)又,実際 にQueenMaryと
CharlesVの死 は1558年の彗星に よって引 き起 こされた とい う見解 も当時
存 在 した。11)
「十二月」 の彗 星はColinの死の先触 れなの だろ うか 。羊飼の ような身分
の低い者の死 の先触 れに彗星 を使 うのは一 見 コンヴェ ンシ ョンに反 してい
るが,彼 は アレ ゴ リー としての イン グラ ン ドであ るこ とを考慮す る場合 は
認め得 る。 しか し,そ の死が彗星 に よって先 に知 らされ るにふ さわ しい人
物 と言 えば 「十一 月」でその死 を悼 まれてい る高貴 な血の生 れの 乙女Dido
であ ろ う。 そ して,一 般 に 「十一 月」 を政 治的 ア レゴ リーの視点か ら分 析
す ると,DidoはElizabeth女王 なのであ る。 「十二 月」 の彗星 はElizabeth
女王 と彼女 の王国 イ ングラン ドの死 の先触れ であ るか もしれ ない。 その こ
とを証 明す る為 に,天 界にお ける彗星 の位置 を検討 してみ たい。
彗星 の位 置 を示す 箇所 を次 に掲 げ る。
Tho gan my lovely Spring bid me farewel, 
And Sommer season sped him to display 
(For love then in the Lyons house did dwell) 
The raging fyre, that kindled at his ray. 
   A comett stird up that unkindly heate, 
   That reigned (as men sayd) in Venus seate. (11. 55-60)
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TheOxfordEnglishDictionaryによれば,`seat'には`residence'の意 味
があ る。Venusの`residence'とは文脈 か ら考 えて,占 星術的 な意 味 にお
け る`houseofVenus',すなわちVenusの宮金 牛宮 のこ とであ る。『羊 飼
の暦』 の金牛 宮は 「四月」であ る。本来 「四月」 に位 置 して いたの は太 陽
であ るElizabeth女王 だ った。 彼女 は守 護神=支 配星のVenusの 庇護 と
支配 を受 け てい る女王 であ った。彼女 の王座はVenusか ら与 え られ た も
のであ ったのだ。`seat'には`thethroneofaking'の意味 もあ る。Venus
の王座 とは まさ し くElizabeth女王 に与 え られ た王座 の こ とである。 彗星
は女 王が座すべ き王座 について いるこ とに なる。
彗星は宇宙 界の秩序 を破 って入 り込 んで くる外界か らの侵入者 で ある。
この時期,イ ン グラン ドとい う小宇宙 か らすれ ば外界にあ たる大陸 か ら,
イ ングラン ドに侵 入 を謀 ろう としてい る人間が いた。それ は`dauphin',す
'
なわ ち,フ ランス皇太子AlenGonである。彼はElizabeth女王 との結婚
に よって イン グラン ドにその居 を定め ることに なる人物で あった。
AlenConは通例 「十一 月」の"Fisheshaske"と関連 させ られる。
   Phoebus weary of his yerely taske, 
Ystabled hath his steedes in lowlye laye, 
And taken up his ynne in Fishes haske. (11. 13-5)
こめ魚 は`dolphin'から`dauphin'を象徴 し,双 魚宮 に位 置す る太陽は
`dauphin'と結婚す るElizabeth女王 を表 してい る とされ て きた
。12)
しか し 「十 二 月」 の彗星 も実 は`dauphin'なの であ る。Elizabeth女王
の国家 とい う小宇宙 におけ る絶対 支配者 としての主権 を象徴す る時,彼 女
は第十天`primummobile'として表 され る。 そ して,『羊飼 の暦』 の中の
象徴体系 において 第十天 は,イ ングラン ドの守護神 であ り,支 配者 であ る
Venusのこ とで あるか ら,す なわ ちElizabeth女王 自身の ことで あ る。従
ってVenusの宮の彗星 とは,Elizabeth女王 の宮で あるイ ングラン ドに外
界か ら侵 入 した彗星 とい うこ とにな る。 その彗星の侵 入 を許 す とい うこと
は,絶 対君主 の主権 の堅 固さ を表す要 塞 として,外 界か ら自己の宇 宙 を守
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って いた第十天 の崩壊,す なわち女王 の死 を意 味す る,彗 星`dauphin'は
Elizabeth女王 の象徴 的な死 を もって王座 につ く。 「十一 月」の双魚 宮に存
在す る太 陽 とは,Didoの死,つ まりElizabeth女王 の権 威 の失墜 の後 に
支配者 とな るAlenGon自身の こ となのか もしれない。
女王 の結婚 は,絶 対 君主の主権 の失 墜 を意 味 し,星 界にお いては第十天
の消滅 を示 す。`primummobile'の消滅 は宇宙 界 の秩序 と調和 の崩壊 をも
た らす 。そ して,星 の運行 をもとに作 られ た暦 は 当然狂 い出す。故 にColin
の人生 の暦 は早過 ぎる冬 を迎 え るので ある。や が て,原 動 力 を失 った宇宙
は,そ の運行 を止め るであろ うColinは 死 ぬ。
『羊飼 の暦 』 を星の象徴 を使 って検討 して きた。 その上で"Epilogue"を
今一度 見直す と前半6行 の持つ特殊 な意味 に気付 く。羊の飼 い方や 守 り方
を教 え るとは理 想的な 国家 の統治の し方 を示 してい る。理想的 な統 治 とは
唯一絶対 の王 に よる統治 のこ とであ り,そ の強 さは鋼 鉄 を上 回 り,そ の名
声 は普 遍で あ る。星の運行 と同 じく,そ れは世 の終わ りまで存 続す るこ と
であ ろう。世 の終わ りとは,絶 対王政崩壊 の時,す な わち絶対 君主の死 を
意 味 して いる。
   Loe I have made a Calender for every yeare, 
That steele in strength, and time in durance shall  outweare  : 
And if I marked well the starres revolution, 
   It shall continewe till the worlds dissolution. 
To teach the ruder shepheard how to feede his sheepe, 
And from the falsers fraud his folded flocke to keepe.
「十 二月」に おける彗星 の侵 入は,Elizabeth女王 に よる絶対 治世 の終わ
った こ とを表 してい る。 そ して 『羊飼の暦』 に現 れた彗星 の果 たす役 割は,
Elizabeth女王 の結 婚 とい う象徴 として の女 王の死 の予告 なのであ る。
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